
整合にあお う碑層の上略 火山灰層が認められるが, この火山灰層鴫 高位台地のみにある｡ 低位

台地の中雪 濠も広い舟見野面 (Ⅱ面)鴫 西側を侵蝕崖によb限 られている｡そ し{>北 に傾斜

して 窪田付近で,.硯扇状地下に没す亀 現扇状地のうち 空中写真の判読によD,明色部を旧河道

として分類 した｡ ポー7)ンクの絵馬 旧河道で犠 周囲 よ少も,表土が非常に薄 (をっている｡

以上の地形と土地利用の問に鴫 集落立地上の関係がみられるカ～ 農業土地利用からは特に目立

った関係が認められ夜い.高位台地に畑が多いカ～_他の地形面で犠 農地馬 ほとんど全部が水田

化されている.

最近10年間の田の牙囲形態をみると,二毛作田の滅少が著 しいカも これはVyゲ栽培 面積

の減少によるものである｡

換金作物としては,水稲以外もち チ1-1) y 7.,薬たばt,すいか等があるが,現在のところ,

あせb重要ではなho従って,典型的夜水稲単作地帯と怒っている｡

経営規模鴫 他の単作地帯に比して少なく遇業所得も多いとはいえない｡そのため,昔から-･農

閑期の出稜の多い地域であった8

-為 農業技術の改良 ･進歩によち 農業生産性の向上が,農業所得の増大をもたらL,多少の

資本瀞酎 王行われて,農機具 (特に耕恵厩に関して取 1)扱ったo )が導入されるように怒った｡導

入の仕方は,共有から個人所有-と変化L,今日では非常に高い普及率を示 している｡ しかL, こ

れは充分を資本の瀞駅によるものではなし～ 農機具の導入によって生じた牛馬の汲少を補Vb 余剰

労働力を消化するため,D乳用牛その他の家畜の導入梅 本地域では顕著では恋い｡

以上述べた条件の下で, しか も農村への貨幣経済の湯透に影尊されT,兼業化は急速に進められ

てきた.最近では兼業農家峯は非常に高 くをっているヶ しかLsその内容鴫 季節出現 日'勘 堀

も多く,.変化がみられ夜い｡これ鴫 本地域の地域性 (近くに労働力の消費地が少いととd･機械化

盲れたとはいえ農繁期に労働力需要が集中する水稲単作地帯であること)を反映 している｡

本地域鴫 資喝 位匠に恵せれ弟.工業の発展は望め凌いであろうO

硯毎 水稲を主体 とL,農作業の省力化 チュ-1) 'プと家畜の導入をおbこんだ段差構造改巷

計画が実施されているカ～ どのようを成果を示すか興味深いところである｡

中津原及び津川段丘地域の地理学的考察

川 島 明 子

調査地攻略 神奈川県の中央よbやや北西の,平地が関東山地へ移行するところに位置 L,行政

il鈴
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的に鴫 愛甲郡愛川町に屈しているO この卒論で略 主侮也形と農業を調べることを試みた｡

地形Bl調査地域は前にのべたよう晦 平地が,広義の関東山地に接するところに位置 しているの

ろ 北穐 西側は山地で,平地鴫､それらの山鳥についている中尉 Ifの段丘と,東側に広がってい

る中浄原といわれる台地が大部分である｡

段丘にういてQも.空中写寅を主にし{,第一段丘面か ら第五段丘面まで五つに分けた0第一段丘

面から第三段丘田は,分布 も広く,3q 第喝一第五段丘面に比叡Ll一段と高度が高くなってしつる｡

この地域の段丘は,､高変が高(,第-段丘面でさも.2207TLあD,河床からの比高は, 1a0恥も

ある場合がある｡ ローム層鴫 第四段丘面までのってお9,第一段丘面で鴫 22- 12mの厚さ

で,,.スコ1)7屑を1- 2層は声んでいる0第二段丘両で犠 12- 6178,･第三段丘百で庵 7- 5

LITB,第四段丘面では2-0･5軌であb事 どの面でも〉上流の半屈の方が厚 (なっている.

終五段丘田ははっきbしないカi 各段丘面鴫 基盤の小仏馬 ある場合には中津眉の土に疎が堆

稽 している｡

愛川町の農業｡愛川町の土地利用をみると,中浄原に中浄工場団地が環近入ってきた以外身も′都

市的土地利用は少をく,平地鴫 大部分畑として利用されている｡愛川町の農業は,耕地面積の5

9多が普通鴫 22･6多が樹園地で,畑作中心の農業であるO

愛川町の盛業で荘目されることは兼業農家が多いことであるO高峰では,厚木市や碍槙原苗をど

をち =場が連出してきたので,通勤可能になったため(,ち 兼業農家が増加 したと思われる｡他の旧

愛川q,中津でもそのようを櫛毎があるが,旧愛川町で鴫 文化年間から始った撚糸叢を行 う農家

が多い結果であD,中韓で蜂,工場団地として土地が買い上げ られたため,耕地面積が碗少 したこ

とと関係があると思われる｡

作付作物犠 夏作では,陸穐 芋類夜と,冬作で鋤 ､あ 大麦をどである苑 現金収入源と怒る

ものは殆んど夜く,'現金収入帝となるもの鳴 董喪,畜産であるが,規模は小さい｡農家の農産物

の総売b上げ高鳴 10万円未満が最も多く大部分を占めている｡為 都市的土地利用が進出して

さたカも 作付されをい土地が増加してきている｡このようなことから,愛川町の農業犠 兼業に付

随 したものだといえると思う｡

最後晦 町村別に相違がみられたのち 簡単を地域区分を行った｡
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